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編集・発行元　社会福祉法人京悠会　埼玉県所沢市下富1206-1　TEL04-2990-1133

安心とやすらぎをつなぐ京悠会広報誌第 ９ 号

たより

さくらの沈黙 ２０２０年３月２９日撮影

新型コロナウイルスが猛威を振るうなか、桜にも冷たい雪が降りました。

花は言い訳せず、ただ咲いています。
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私、この度、社会福祉法人京悠会が、所

沢市下富に開院予定の無料低額診療所「葵

クリニック」の院長に就任することになり

ました出口一郎 (でぐちいちろう) と申し

ます。

2007年（平成19年）埼玉医科大学国

際医療センターが開設されると同時に同セ

ンターの脳卒中内科に勤務を始め、脳卒中

を中心に認知症やパーキンソン病の診療お

よび研究を続け、幅広い知識と経験を積む

ことができました。

脳卒中の発症自体を発症させない

「一次予防」が大切です

脳卒中の治療は日々進歩しており、治療

で後遺症を残すことなく社会復帰できる方

が多くいらっしゃいます。一方で、最善の

治療を行ったにもかかわらず、後遺症が

残ってしまう方もおられます。一度脳卒中

を発症した患者さんが再発することを防ぐ

「二次予防」 も重要ですが、脳卒中の発

症自体を発症させない「一次予防」 とい

うことが大切になってまいります。

認知症の治療や家族からの

相談にも取り組みます

今後は，高血圧や糖尿病といった脳卒中

の危険因子となる生活習慣病の管理にも力

を入れていきたいと考えております。また、

急速に高齢化が進む今日、認知症が大きな

社会問題になっています。認知症の方の治

療やご家族の方のご相談などにも積極的に

取り組んでいく所存です。

地域の皆さまから信頼される

ホームドクターを目指します

今後は、国際医療センターで培った脳を中

心とした専門知識だけでなく、長年にわたっ

て経験した様々な病気に対する知識を持って、

地域の皆様から信頼されるホームドクター

(かかりつけ医) となるべく日々努力してまい

りたいと思っております。真和の森に入所の

方々、地域の皆様にとって気軽に何でも相談

できるクリニックとしてご利用いただければ

幸甚に存じます。

所沢市下富にて新規開設

【葵クリニック】 院長に就任しました！

出口 一郎

【 経歴 】

2004年：埼玉医科大学医学部卒業

2004-2006年：初期・後期研修医

2007年：埼玉医科大学国際医療センター神経内科助教

2012年：医学博士学位取得 (埼玉医科大学)

2013年：埼玉医科大学国際医療センター神経内科講師

2016年：丸木記念福祉メディカルセンター内科副部長

2017年：埼玉医科大学国際医療センター神経内科准教授

【 主な資格 】

・医学博士

・日本神経学会 神経内科専門医・指導医，

・日本脳卒中学会 脳卒中専門医・指導医

・日本内科学会 認定内科医・総合内科専門医

・日本老年医学会 老年病専門医・指導医

・日本頭痛学会 頭痛専門医・指導医

・日本禁煙学会 禁煙専門医
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葵クリニック ＆ デイサービスアオイ

所在地：〒359-0001 埼玉県所沢市大字下富1202-1（特別養護老人ホーム真和の森北側）
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イベント風景

ひな祭り

節 分

鬼（厄除け）とは、
ウイルスのこと？

円野女子会、笑顔満開！(*^▽^*)

季節の変わり目、みんなで元気に春を迎えます！
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昭和一桁生まれのみどり様（仮名）はアル

ツハイマー型認知症で、日常生活全介助の女

性利用者さまでした。グループホームでの介

護が困難となり3年前の平成29年春に「真和

の森」に入居されました。

みどり様に何度声掛けしても、反応がなく、

私の声が嫌いなのかな、耳障りなのかなと

思ったこともありました。それでも出勤する

と一言でも良いから、みどり様のお顔を見て、

肩や腕などに触れながら声掛けを継続しまし

た。ある日突然みどり様から「お早う。うふ

ふ」という反応を耳にしたのです。その時、

私にとっては思いがけないみどり様の声に、

お驚きと感動が隠し切れませんでした。

『今「お早う」と言ってくれましたね、しか

も「うふふ」と微笑つきで！』

その笑顔が子供のような感じで、とっても印

象的でした。

些細な会話がやりがいになる

それからは、みどり様の体に触れ、笑顔で

見つめ、優しく声を掛けながら接するように

しました。それでも何の反応もない時もあり

ました。が、「見る」「話す」「触れる」を

根気よく続けていますと、再び「元気な声ね。

うふふ」と短い言葉を発して下さいました。

そのような些細な会話をご家族に報告したと

ころ、「なかなか母は話してくれないのです。

でも、三浦さんの声がよっぽど気に入ったの

でしょうね。」と言って下さり、とてもうれ

しかったです。

医療機関に入院するより

施設での生活と看取りを希望

ご家族様は毎週、面会の都度、みどり様の

全身のマッサージをされている母親思いの

方々でした。

面会時にみどり様の今後についてのご相談

をする中で、施設での看取りを望まれました。

「医療機関に入院するより、普段の生活の延

長である施設での暮らしを今までどおり過ご

させたい」との理由からでした。私は、みど

り様とご家族様との思い出づくりを少しでも

多く応援しようと思い、ご家族様の面会時に

は必ず日常の様子を報告し、要望事項にはで

きる範囲で対応させて頂きました。ご家族様

との信頼関係をつくることができたと感じて

います。

母がこの施設で人生を全うでき

良かったの声

ある日から急に食事の摂取量が低下し、声

掛けをしても今までとは反応が全く違ってき

たのです。しかし、いつも穏やかな表情で目

を閉じておられました。秋も深まった頃、私

が夜勤の日、夜遅くまでご家族様が見守り続

けて帰られた後、しばらくして、みどり様の

呼吸が荒くなり、ご家族様に連絡し、その翌

朝、黄泉の世界へ召されました。

ご家族様からは「三浦さんが最後に傍に居

てくれて良かった。この施設で良かった」と

言って下さり、その言葉に私は救われた気持

ちになりました。これからも『見る』『話

す』『触れる』を忘れずに全てのご利用者様

と、そのご家族様と向き合っていきたいと思

います。

フロアリーダー/介護福祉士/社会福祉主事課程修了 三浦 芳彦

(´∀｀*)ｳﾌﾌ
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http://www.kyoyukai.jp/

行事予定

4月 1回目 お花見祭り（さくら）
2回目 昭和の日祭り（ゆるゆる体操発表会）

5月 1回目 花の湯祭り（ラベンダー・菖蒲湯）

2回目 グルメ祭り（お寿司、柏餅、新茶会）

6月 1回目 外食会（レストラン又は和食弁当）

2回目 あじさい祭り（たこ焼き、焼きそば）

（毎月お誕生祝い善あります）

４月 お花見祭り（さくら）松花堂弁当

バースデーケーキ

５月 お母様に感謝
（ご家族の皆様、お手紙等でお祝いいただけたら幸いです）

花の湯祭り（ラベンダー・菖蒲湯）

６月 お父上感謝ディー （お赤飯善）

（ご家族の皆様、お手紙等でお祝いいただけたら幸いです）

編集後記
今号では、６月に開院する葵クリニックの出口医院長の挨拶を２面に地域のホームドクターとしての志を掲載
いたしました。そして、 好評の大田ドクター執筆の「つれづれなるままに 認知症を語る」で、“認知症とお
薬”の原稿を見開きの４～５面に掲載させていただきました。知っているようで知らない認知症とお薬のこと
を、わかり易く解説していただき、大いに参考になります。貴重な情報をしっかり身につけたいものです。K・Ｍ

特別養護老人ホーム 真和の森
〒359-0001 埼玉県所沢市下富1206-1
TEL04-2990-1133  FAX04-2990-1144
最寄り駅：新所沢駅（西武新宿線）

障害者支援施設 円野
〒357-0011 埼玉県飯能市川崎458
TEL042-975-3300  FAX042-975-3311
最寄り駅：高麗川駅（八高線）

新型コロナウイルス対策の推進と面会自粛のお願い

日頃より京悠会の運営に対しまして、施設ご利用の皆さまをはじめ、ご家族さま及び関係す
る皆さま方にご支援をいただき、心からお礼と感謝を申し上げます。

例年であれば冬季感染症予防における面会自粛が解除となる時期を迎えておりますが、新型
コロナウイルスの影響により、円野、真和の森、両施設の面会自粛期間を当面4月末日までと
させていただきます。また、さらに新型コロナウイルスの感染拡大など国内の様子を見極めつ
つ、引き続き面会の自粛をお願い申し上げることがあり得ますこともご承知おきください。

現在、施設における感染症を阻止するために全職員が一丸となって対策を推進しております。
ご利用の皆さまの安全の確保を最優先と位置付けておりますので、長期に渡る感染症対策な

どにご意見があるかと存じますが、何卒ご容赦いただき、ご理解とご協力を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

理事長 岡田 京子

今の世相の中でも桜と雪を楽しむ親子がいました、白い毛糸の帽子とピンク色のコートそして赤い長靴・・ギュギュ・・
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